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毎月10日・25日
福岡県遠賀郡

水　巻　町　発　行

児
童
は
よ
い
環
境
の
中
で

育
て
ら
れ
る
　
児
童
憲
章
か
ら

5
！
5
～
1
1
　
児
童
福
祉
週
間

．　‾・　　・・一・㌢・Ｌ、‾

新
し
い
時
代
の
担
い
手
で
あ
る
こ
ど

も
た
ち
が
、
心
身
と
も
に
明
る
く
健
や

か
に
育
て
ら
れ
る
こ
と
は
み
ん
な
の
願

い
で
す
。
そ
れ
に
は
正
し
い
家
庭
生
活

の
中
で
の
こ
ど
も
に
対
す
る
親
の
養
育

と
、
社
会
の
環
境
や
条
件
を
、
こ
ど
も

た
ち
の
た
め
に
整
備
す
る
こ
と
が
こ
れ

か
ら
の
大
き
な
課
題
と
い
え
る
で
し
ょ

ア
ブ
0

最
近
、
こ
ど
も
を
明
る
く
健
や
か
に

正
し
く
育
成
す
る
と
い
う
親
の
責
任
感

の
欠
如
が
、
時
と
し
て
社
会
問
題
を
起

こ
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
人
が
日
常

生
活
に
お
い
て
こ
ど
も
の
福
祉
の
重
要

性
を
認
識
し
、
こ
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
育
つ
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
写
真
は
第
一
保
育
園
で
明
る
く
遊
ぶ

園
児
た
ち
）

町の人口

（49年3月末現在）

人　口　23，961

男11，657

女12，303

世帯数　7，026

ｒ　▼．・．



謝………Ⅲ昭和49年5月10日酬酬Ⅲ胴ⅢⅢ川Ⅲ酬冊脚冊冊酬Ⅲ冊冊広鞄』酢胡芸∃舵岩野（2）

1㍍㍊㌫拭霊ｌｉ
．ｉ．Ｊ；；1㍍ごここ；；；㌫㌶帯品品恒勲勲豊

いＩ－ｌｌｌ

日．日．．．…．．．ヽｔヽヽｔ…ｔいヽ．ゞｈ

住
民
代
表
参
加
　
の

・
対
策
協
議
会
で
き
る

地
元
の
犠
牲
は
絶
対
に
な
い
よ
ー
ｌ
に

㍑浩三＄

遠
賀
川
河
口
堰
の
建
設
、
こ
の
事
業

は
河
口
か
ら
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
（

猪
熊
工
場
団
地
三
角
地
附
近
）
に
堰
を

設
け
、
川
底
を
下
げ
て
一
・
五
メ
ー
ト

ル
の
水
位
（
現
在
の
伊
佐
座
堰
に
ほ
ぼ

同
じ
）
で
貯
水
し
、
一
日
当
り
十
七
万

ト
ン
の
水
を
取
水
し
て
工
業
用
水
と
上

水
と
し
て
使
用
す
る
目
的
で
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
遠
賀
川
河
口
堰
建
設
は
昭
和
四

十
一
年
ご
ろ
か
ら
計
画
さ
れ
、
各
種
の

調
査
を
行
な
い
な
が
ら
昭
和
四
十
六
年

度
か
ら
国
に
お
い
て
事
業
予
算
が
計
上

住民代表参加の「対策協議会」が発足した町内各層代表が集まった

5月1日の町民会館での協議会

さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
本
事
業

に
対
す
を
地
元

の
同
意
が
得
ら

れ
ぬ
ま
ま
現
在

に
至
っ
て
い
ま

す
。こ
の
河
口
堰

建
設
事
業
に
対

し
、
地
元
市
町

村
と
し
て
は
河

口
堰
の
建
設
に

よ
り
漁
業
、
農

業
、
一
般
家

屋
、
そ
の
他
に

対
し
て
い
ろ
い

ろ
の
被
害
が
で

る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
を
考
え
、

昭
和
四
十
四
年

か
ら
中
間
市
と

遠
賀
郡
四
町
で

「
遠
賀
川
河
口

堰
対
策
協
議

「
∵

、
∴
∴
．
㌻

本
間
題
に
と
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

町
が
国
、
県
に
対
し
特
に
強
く
要
望

し
て
き
た
こ
と
は
、
地
元
住
民
の
犠
牲

の
も
と
に
、
本
事
業
が
行
な
わ
れ
る
よ

う
な
こ
と
が
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
河
口
堰
の
建
設
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
ず
る
の
か

十
分
調
査
を
行
な
う
と
と
も
に
、
万
全

な
工
事
の
実
施
の
保
証
を
求
め
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
な
っ

と
く
の
い
く
対
応
策
が
示
さ
れ
ぬ
ま
ま

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
去
る
三
月

二
十
八
日
、
大
き
な
問
題
の
ひ
と
つ
で

あ
る
漁
業
問
題
が
地
元
市
町
村
を
抜
き

に
し
た
形
で
解
決
し
、
こ
の
こ
と
は
新

聞
等
で
大
々
的
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
本
町
で
も
住
民
の
間
か

ら
、
自
分
達
を
無
視
し
て
事
業
が
強
行

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
1
と
い
う
疑
念

が
表
明
さ
れ
、
町
に
そ
の
真
相
を
求
め

て
い
ま
す
。

町
の
襟
度
は
現
在
ま
で
本
事
業
に
同

意
は
行
な
っ
て
は
お
ら
ず
、
当
初
の
方

針
を
つ
ら
ぬ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

住
民
の
疑
念
を
招
く
よ
う
な
現
在
の
事

態
に
な
っ
て
は
、
住
民
の
疑
念
を
払

い
、
住
民
に
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
住
民
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
本
間
轟
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
五
月
一
日
、

町
民
会
館
に
議
会
議
員
、
区
長
、
農
業

委
員
、
生
産
組
合
長
、
婦
人
会
役
員
等

各
層
の
住
民
代
表
者
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
、
本
間
題
に
つ
い
て
の
協
議
会
を

開
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
町
を
あ
げ
て
本
間
題
に
と

り
組
む
こ
と
に
な
り
、
住
民
の
代
表
者

か
ら
な
る
「
対
策
協
議
会
」
を
設
置

し
、
こ
の
対
策
協
議
会
に
は
専
門
部
会

を
置
い
て
予
想
さ
れ
る
問
題
を
き
め
こ

ま
か
く
と
り
あ
げ
、
検
討
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
本
問
題
に
対
す
る
住
民

の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
、
ご
協
力

を
強
く
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。

増

改

築

も

で

き

ま

す

既
存
の
用
途
地
域
に
合
わ
な
い
建
物

そ
れ
に
は
不
適
合
建
物
の
報
告
を

水
巻
町
で
も
秩
序
あ
る
町
づ
く
り
の

た
め
の
都
市
計
画
法
に
よ
る
「
用
途
地

域
」
が
四
月
一
日
付
で
決
ま
り
、
こ
れ

か
ら
は
、
用
途
地
域
の
中
で
は
そ
れ
ぞ

れ
決
め
ら
れ
た
用
途
に
合
わ
な
い
建
物

は
建
て
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
（
例

外
と
し
て
そ
の
建
物
が
地
区
の
環
境
や

利
益
を
害
す
る
恐
れ
が
な
い
と
き
、
ま

た
は
公
益
上
や
む
を
え
な
い
と
き
は
周

辺
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、
県
建

築
審
者
会
の
同
意
を
得
た
う
え
で
許
可

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）し
か
し
、
こ
の
用
途
地
域
決
定
ま
で

に
す
で
に
建
っ
て
い
た
建
物
が
、
用
途

地
域
の
決
定
に
よ
っ
て
、
決
め
ら
れ
た

そ
の
地
域
の
用
途
に
合
わ
な
く
な
っ
て

も
そ
の
建
物
は
移
転
し
た
り
、
こ
わ
し

た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
こ
の
用
途
地
域
に
合
わ
な

い
既
存
の
建
物
の
増
改
築
も
、
建
べ
い

率
、
容
積
率
の
限
度
内
で
あ
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
の
床
面
積
の
一
二
一
倍
ま
で
は

増
改
築
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
増
改
築
に
つ
い
て
は
、
四

十
九
年
四
月
一
日
か
ら
六
カ
月
以
内
に

北
九
州
土
木
事
務
所
へ
㌧
不
適
合
謹
物

辛げ、

」
の
報
告
を
し
て
い
な
い
と
許
可
に
な

り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
現
在
用
途
地
域
に
合
わ
な

い
不
適
合
建
物
の
所
有
者
は
、
必
ず
九

月
三
十
日
ま
で
に
北
九
州
土
木
事
務
所

へ
不
適
合
建
物
の
報
告
書
を
だ
し
て
お

か
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

報
告
書
の
様
式
や
く
わ
し
い
こ
と
は
、

町
都
市
計
画
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

ー
お
　
礼
－

香
典
返
し
と
し
て
つ
ぎ
の
万
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
厚
ノ
1
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
　
河
村
　
幸
江
殿
　
河
村

故
　
坂
井
　
ヒ
デ
殿
　
坂
井

故
　
永
沼
　
　
薫
殿
　
永
沼

故
　
粟
栖
　
恒
俊
殿
　
粟
栖

故
　
岡
部
カ
ツ
ヱ
殿
　
岡
部

幕書
紀則懲悟主
殿殿殿殿殿
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二
　
日
時

二
、
会
場

三
、
内
容

児
　
と
　
家
　
族

画
　
の
　
相
　
談

5

月

1

7

日

　

1

0

時

～

1

2

時

吉
田
団
地
公
民
館

乳
児
の
身
長
・
体
重
測
定

冬愛の献血竜　にご協力を

◇
日
時
　
5
月
2
4
日

午
前
1
0
時
～
5
時

◇
献
血
場
所
　
水
巻
町

々
民
会
館

◇
採
血
者
　
日
本
赤
十

字
北
九
州
血
液
セ
ン

タ
ー
国
内
で
の
輸
血
用
血

液
の
ほ
と
ん
ど
が
献
血

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、

献
血
量
は
ま
だ
少
な

く
、
と
き
ど
き
深
刻
な

血
液
不
足
に
お
そ
わ
れ

て
い
ま
す
。

自
分
の
た
め
、
ま
た

家
族
の
た
め
に
み
ん
な

で
献
血
に
参
加
し
、
不

時
の
災
害
に
備
え
ま
し

よ
，
つ
。

家
族
計
画
指
導

㊥
母
親
学
級
㊥

一

、

日

時

　

5

月

1

3

・

2

0

日

　

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

3

0

分

二
、
会
場
　
役
場
別
館

三
、
内
容
　
妊
婦
の
健
康
相
談
指
導
及

び
家
族
計
画
指
導

乳
　
児
　
検
　
診
　
と

育

　

児

　

指

　

導

一
、
日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
1
3
時
～
1
5

時
二
、
会
場
　
遠
賀
保
健
所

㊥
3
歳
児
検
診
＠

一
、
該
当
児
　
満
年
齢
3
歳
以
上
4
歳

未
満
の
幼
児

二
、
日
時
　
5
月
1
7
日
（
金
〕

受
付
　
午
後
1
時
～
2
時
3
0
分

診
察
　
午
後
2
時
～
3
時

三
、
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

四
、
料
金
　
無
料

五
、
検
診
内
容
　
身
長
・
体
重
測
定
、

内
科
・
外
科
・
眼
科
・
耳
鼻
科
・
歯

科
検
診
、
育
児
指
導

※
5
月
1
3
日
か
ら
1
6
日
ま
で
、
役
場

衛
生
係
で
予
診
を
い
た
し
ま
す
。
母
子

手
帳
を
も
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

□
高
血
圧
教
室
□

一
、
日
時
　
5
月
1
5
日
　
9
時
～
1
1
時

3
0
分
ま
で

二
、
会
場
　
遠
賀
保
健
所

三
、
内
容
一
般
検
診
（
検
尿
、
血
圧

測
定
）
保
健
指
導

□
胃
の
集
団
検
診
□

一

、

日

時

　

5

月

2

1

・

2

2

日

9

時

～

1

1

時
ま
で

二
、
会
場
　
町
民
会
館
前
検
診
車
再

三
、
受
付
　
5
月
1
日
か
ら
役
場
衛
生

係
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

四
、
検
診
料
　
千
二
百
円
（
個
人
負
担

三
百
円
、
町
負
担
九
百
円
）

精

神

衛

生

相

談
日
　
の
変
更

遠
賀
保
健
所
は
、
こ
れ
ま
で
毎
週
月

曜
日
に
開
い
て
い
た
精
神
相
談
日
を
5

月
か
ら
毎
週
火
曜
日
の
1
3
時
か
ら
1
4
時

3
0
分
ま
で
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

1

ノ

ゝ

Ｌ

ト

く

ゝ

、

．

）

、

′

，

．

、

．

．

・

1

、＿ノー、ノし　‾ヽ、Ｆ．、・‾ｌ　′ヽ・＼　ノ‾ヽ、

日　曜在宅医

5月12日　小田医院　　内、児科　頃末　691－0749

19日　中村医院　　内、児科　下二　691－5820

26日　楠本医院　札児科　岩瀬　691－ｄ385

6月2日　伊藤医院　　皮膚科　頃末　691－0527

診療時間は9時～17時。原則として往診はしません。

4
9
年
度
水
道
料
金
徴
収
え

4
9
年
度
の
各
地
区
水
道
料
金
徴
収
員

が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

4
月
か
ら
は
、
こ
の
新
徴
収
員
が
伺

い
ま
す
。

◇
伊
佐
座
、
下
三
下
二
町
住
、
み
ず

ほ
団
地
＝
越
智
福
代

◇
吉
田
区
、
吉
田
団
地
＝
本
田
寿
々
子

◇
緑
風
園
、
吉
田
ノ
二
＝
疋
田
玲
子

◇
吉
田
ノ
三
＝
入
江
美
知
子

◇
樋
口
、
新
生
街
＝
石
橋
重
子

◇
猪
熊
＝
原
田
キ
ヌ
ヨ

固定資産税納期の変更

第1期は　5　月31日

第　2　期以降は従来どお　り

土地に関する税法の改正のため、昭和49年

度固定資産税第1期の納期が5月31日に変わ

りました。このため、納税通知書は5月10日

ごろに発送いたします。課税に対するお問い

合わせは住民課課税係へ。

（3）

災
害
の
と
き
の
た
め
に

労
働
災
害
や
交
通
事
故
が
起
き
た

と
き
輸
血
用
の
血
液
に
不
足
が
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
が
助
け

あ
う
た
め
に
も
企
業
や
職
場
で
献
血

に
参
加
し
て
、
万
一
の
災
害
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
の
と
き
の
た
め
に

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、
自
動

車
運
転
免
許
所
持
者
は
献
血
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

い
い
い
、
ｈ
Ｐ
り
Ｈ
ｌ
い
い
い
い
に
Ｊ
ｈ
い
い
い
い
い
己
1
Ｈ
・
ｈ
い
い
い
い
い
い
1
し
い
い
い
い
い
く
り
い
い
い
い
い
己
Ｊ
ｈ
。
Ｊ
・
い
い
Ｓ
Ｐ
ｌ
ｈ
Ｊ
い
い
ボ
己
1
ｒ
Ｌ
ｕ
一
い
い
い
い
亡
Ｊ
ｈ
ｌ
い
い
い
い
い
己
1
Ｐ
ｈ
ヾ
ぶ
王
ご
ヽ
1
－
い
ざ
Ｐ
Ｊ
Ｌ
Ｊ
ｈ
Ｊ
Ｊ
Ｐ
い
・
ｈ
ｒ
ｕ
Ｈ
・
り
ｒ
Ｖ
Ｐ
ｒ
ｌ
Ｌ
．
Ｊ
－
1
－
註
Ｊ
・
Ｉ
ｈ
Ｊ
ｄ
琵
Ｊ
Ｕ
Ｉ
Ｈ
ｈ
Ｊ
ｒ
Ｊ
ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｊ
蛋
Ｊ
Ｈ
Ｊ
ユ
り
成
Ｊ
ｈ
ｕ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
ｒ
頭
詫
ｈ
Ｊ
Ｋ
ｌ
Ｈ
ハ
Ｊ
ｌ
Ｂ
は
Ｊ
ｋ
Ｊ
Ｈ
ｌ
け
ｌ
Ｈ
Ｊ
Ｈ
Ｓ
．
Ｊ
ｈ
Ｊ
ｒ
Ｊ
．

1
い
い
は
1
Ｈ
ｈ
ｌ
Ｐ
い
い
Ｊ
Ｊ
は
1
ピ
コ
ヽ
ヽ

水
銀
汚
染
騒
動
で

所
得
が
さ
が
っ
た
人

個

人

事

業

税

を

減

免

申

　

告

　

は

　

早

　

め

　

に

水
銀
等
に
よ
る
魚
介
類
汚
染
の
影
響
　
に
減
少
し
た
昭
和
四
十
八
年
度
個
人
事

を
受
け
て
、
所
得
が
一
定
の
割
合
以
下
　
要
税
納
税
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
事
業
税
の
減
免
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

一
、
対
象
者

魚
介
類
販
売
業
、
水
産
食
糧
品
製
造

業
、
す
し
屋
そ
の
他
魚
介
類
の
捕
獲
採

取
、
販
売
、
使
用
に
関
連
し
た
事
業
を

営
む
人
で
次
の
条
件
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
人

①
昭
和
四
十
八
年
分
（
四
十
九
年
三

月
十
五
日
ま
で
に
税
務
所
、
ま
た
は
町

に
申
告
し
た
申
告
書
）
の
各
所
得
金
額

の
合
計
額
が
二
百
万
円
以
下
の
人

㊥
昭
和
四
十
八
年
分
の
事
業
所
得
金

額
が
前
年
分
よ
り
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

減
少
し
た
人

二
、
申
請
期
限

昭
和
四
十
九
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

三
、
申
請
先
と
聞
合
せ
先

若
松
財
務
事
務
所
（
電
7
6
1
～
4

0
2
3
）
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快　走
4月21日に行なわれた地区公民館対抗第一回社会人ソフトポ〆ル大会。みごと猪熊が優

勝をかざりましたが各チナムとも若さを誇るパパたちが大奮闘。

写真はみずほ中村選手二塁から一挙にホームへ。

ー
ご
相
談
く
だ
さ
い

消
費
生
活
相
談
員
に
　
ー

消

費

生

活

で

の

苦

情

な

ど

四
十
九
年
度
福
岡
膜
消
費
生
活
相
談

員
に
、
水
巻
町
か
ら
次
の
四
人
の
方
が

な
ら
れ
ま
し
た
っ

消
費
生
活
に
つ
い
て
の
苦
情
な
ど
を

気
が
る
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

尾
上
　
フ
ジ
相
談
員

立

屋

敷

（

6

9

1

1

1

7

2

8

）

吉
田
サ
カ
エ
相
談
員

下

　

二

（

6

9

1

－

2

0

6

7

）

西
田
き
よ
子
相
談
員

吉
田
一
片
山
（
6
0
1
－
1
3
4
5
）

三
好
栢
美
子
相
談
員

頃

　

未

（

6

9

1

－

2

6

9

7

）

県
　
営
住
宅

入
居
者
募
集

一
、
団
地
名
　
中
朝

二
、
建
設
場
所
　
中
闇
市
大
字
中
鶴

三
、
観
別
二
戸
数
、
聞
仮
り

◎
一
種
　
嬰
戸
、
6
帖
、
4
・
5
帖

4
・
5
帖
Ｄ
Ｋ

◎
二
種
　
3
4
戸
、
6
帖
、
4
・
5
帖

3
帖
、
Ｋ

四
、
入
唐
予
定
日
　
4
9
年
7
月
初
旬

五
、
家
賃
一
種
¶
9
0
0
0
円
、
二

極

刀

6

3

0

0

円

六
、
申
込
用
紙
の
交
付

交
付
期
間
　
5
月
1
3
Ｒ
Ｔ
｛
5
月
2
2
日

交
付
場
所
　
北
九
州
土
木
事
務
所
（

折
尾
浅
川
通
り
）
、
中
間
市
役
所

七
、
受
付
期
間
と
申
込
方
法

受
付
期
間
　
5
月
1
3
Ｒ
7
5
月
2
2
日

申
込
票
送
付
先
　
福
岡
市
甲
央
区
天

神
1
丁
目
1
番
1
号
　
福
岡
県
建
築
部

建
築
管
理
課
　
お
問
い
合
わ
せ
は
北
九

州
木
土
事
務
所
へ
。

形
2
級
建
築
士
試
験
後

一
、
試
験
日

7
月
2
7
日
　
学
科
の
試
験

9
月
2
9
日
　
設
計
製
図
の
試
験

二
、
試
験
場
　
福
岡
市
西
区
七
陶
1
1

福
岡
大
学
（
七
隅
学
舎
）
8
号
館

三
、
受
験
申
込
受
付
期
間
　
5
月
2
4
日

～
5
月
3
1
日
ま
で
　
た
だ
し
、
土
曜

日
の
午
後
及
び
日
曜
日
は
除
く

四
、
受
付
場
所
　
県
建
築
部
建
築
課
及

び
、
県
土
木
車
務
所
姪
築
課

五
、
受
験
案
内
と
申
込
用
紙
の
交
付

5
月
1
3
日
か
ら
県
建
築
部
建
築
課
、

北
九
州
土
太
事
務
所
竺
策
謀
で
交
付
し

ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
北
九
州
土
木

事
務
所
建
築
課
へ
。

玖
電
気
工
事
士
試
験
彰

一
、
受
験
資
格
　
年
齢
、
学
輿
性
別

は
問
わ
な
い

二
、
試
験
日
時

一
次
試
験
（
筆
記
試
験
）
　
6
月
1
6

日
　
午
前
1
0
時
～
1
2
時

二
次
試
験
（
技
能
試
験
）
　
8
月
4

日
　
午
前
9
時
～
午
後
1
時

三
、
受
付
期
間
　
5
月
1
0
Ｒ
7
（
2
0
日
（

各
日
と
も
9
時
～
1
6
時
、
日
曜
日
は

正
午
ま
で
）

四
、
提
出
先
　
相
田
市
中
央
、
天
神
1

丁
目
1
番
1
号
（
〒
8
1
0
）
福
岡

県
工
業
課
電
気
火
薬
係

な
お
、
受
験
案
内
及
び
願
書
は
役
場

産
業
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
つ
て
ご
参
加
を

技
能
検
定
と
技
能
五
輪
福
岡
県
大
会

、
実
施
職
種
　
製
鋼
、
鋳
造
、
機
械

加
工
、
金
属
プ
レ
ス
加
工
、
鉄
工
、

板
金
、
仕
上
げ
、
工
員
研
削
、
電
気

機
舘
組
立
て
、
織
機
調
整
、
婦
人
子

供
服
製
造
、
木
工
機
械
調
整
、
木
型

□
　
発
行
人

製
作
、
木
工
、
と
び
、
左
官
、
築
炉

ブ
ロ
ッ
ク
建
築
、
タ
イ
ル
張
り
、
畳

製
作
、
熱
絶
縁
施
工
、
構
造
物
現
図

製
作
、
化
学
分
析
、
表
員
、
塗
装
、

広
告
美
術
仕
上
げ

水
巻
町
長
　
伊
　
藤

二
、
受
験
手
数
料

実

技

試

験

　

6

0

0

0

円

～

3

0

0

0

円

　

学

科

試

験

1

0

0

0

円

三
、
日
程

受
検
申
請
の
受
付
　
5
月
7
日
～
5

月
2
1
日

実
技
試
験
　
6
月
3
0
日
～
9
月
2
9
日

ま
で
の
指
定
す
る
日

学
科
試
験
　
9
月
2
2
日
及
び
9
月
2
9

日

合
格
発
表
　
1
0
月
2
9
日

四
、
受
験
資
格

1
級
受
験
資
格
　
実
務
経
験
の
み
の

者
1
4
年
以
上

2
級
受
験
資
格
　
実
務
経
験
の
み
の

老
5
年
以
上

（
受
験
資
格
は
、
学
歴
、
訓
練
歴
等

に
よ
り
違
い
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い
て

は
技
能
検
定
協
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
）

五
、
受
験
申
請
の
手
続
き

申
請
書
（
県
立
職
業
訓
摂
校
に
あ
り

）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
験
料
振

込
領
収
控
（
碍
岡
銀
行
振
込
）
を
添
え

て
受
付
期
日
ま
で
に
県
立
職
業
訓
練
校

又
は
、
技
能
検
定
協
会
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

六
、
問
い
合
わ
せ
先

、
栢
岡
県
技
能
検
定
協
会
栢
岡
市
中

（
央
区
西
中
洲
1
2
番
2
7
号
（
電
7
4
1
－

8
3
6
4
）
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水道修理の申込みは

水巻町管工事組合へ

「電話601－8883」

電話番号が変わりましたのでご注

意ください。

ことになりました。

㊥土地売買契約書、請負契約書などが変わり

ました。

㊥これまで一律に20円だったもの、または最
低税額が20円だったものの印紙税額が50円に

なりました。改正点についてのくわしいこと
は、税務署におたづねください。※新印紙税

5月1日から

印紙税が変わっています
契約書や受取書等の印紙税が変わりまし
た。おまちがえのないようにご注意ください

主な改正点

㊥売上代金の受取書と、これ以外の受取書が
区分され、50万円を超える売上代金の受取書　額一覧表が役場窓口においてあります。必要
については受取金額に応じて印紙税がかかる　な人はどうぞ。
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町
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住
　
民
　
相
　
談
　
室
　
（
電
　
話
　
6
0
1
　
－
　
4
3
2
1
）

コ
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